
各地区電友会だより（岩手）

第1回理事会横様
平成27年6月10日

第18回NTT・OBクラウントコルフ　岩手県大会模様
平成27年9月10日

うコ

岩
ほ

◆
岩
手
支
部

◎
第
1
回
理
1
i
会
（
総
会
）
開
催

6
日
川
日
、
盛
岡
市
内
の
エ
ス
ホ
リ
ー
ル
い
わ
て

に
お
い
て
、
県
内
の
9
地
は
小
皿
友
会
か
ら
会
長
ヒ
車

務
局
に
か
出
席
し
、
友
部
総
余
に
あ
た
る
平
年
度
第

1
回
理
車
余
を
闇
催
し
ま
し
た

ま
す
、
友
部
k
挨
拶
の
後
、
来
賓
の
N
T
T
山
H
手

友
情
総
務
部
佐
々
本
科
当
課
長
か
ら
ご
祝
辞
を
い
た

だ
き
、
・
減
車
に
入
り
ま
し
た

議
小
は
、
前
牛
皮
の
情
動
状
況
・
決
算
を
侶
告
・

承
認
し
た
あ
と
、
2
7
年
度
の
活
動
計
画
・
．
ナ
符
等
を

決
定
し
ま
し
た

1
　
決
定
し
た
活
動
計
画
の
垂
点

り
余
日
ハ
の
心
叫
汀
か
な
牛
沼
と
「
生
き
甲
斐
」
　
へ
の

友
接
骨
社
仝
「
∵
ヱ
っ
て
価
情
あ
る
活
動
の
推
進
骨

組
拭
清
作
化
の
取
組
み
廿
N
T
T
及
び
グ
ル
ー
プ

会
社
の
諸
施
策
へ
の
協
力
■
畑
頼
…
奈
＝
昔
…
の
醸
成

り
】
　
役
目
ハ
の
一
部
変
更
に
つ
い
て

副
支
部
艮
　
新
任
　
菊
地
　
宏
　
一
水
沢
）

理
車
　
　
　
新
任
　
都
鳥
　
良
羊
へ
　
こ
化
巻
一

理
車
　
　
　
新
任
　
柳
　
　
清
　
（
杷
仁
）

監
引
　
　
　
新
任
　
及
川
　
哺
　
（
大
船
渡
）

引
き
続
き
懇
親
会
に
入
り
ま
し
た

◎
第
は
回
N
T
T
・
O
B
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ

…
〃
手
県
大
会

日
月
1
n
U
岩
下
産
業
文
化
セ
ン
タ
ー
ア
ヒ
オ
に
お

い
て
退
職
苦
の
会
告
手
県
協
議
会
・
「
催
、
竜
友
会
岩

手
支
部
か
共
催
し
、
第
は
回
N
T
T
・
O
B
グ
ラ
ウ

ン
ド
ゴ
ル
フ
告
†
県
人
会
を
闘
催
し
ま
し
た

二
の
会
場
て
の
開
催
は
今
隼
で
1
回
〓
■
　
県
内
∴

大
雨
洪
水
注
意
用
か
発
令
さ
れ
て
い
ま
し
た
か
、
薄

日
の
差
す
絶
好
の
フ
レ
ー
日
和
と
な
り
ま
し
た

日
頃
の
サ
ー
ク
ル
活
動
等
て
磨
い
た
軌
を
発
揮
す

1
＼
く
終
地
比
か
ら
早
硯
に
も
拘
ら
す
続
々
参
加
者
が

整
合
　
退
職
肴
の
会
川
n
T
県
協
・
禦
ム
余
巨
の
挨
拶
に

引
き
続
き
競
技
委
H
罠
の
ル
ー
ル
説
明
等
が
あ
り
、

ソ
連
競
技
閃
始

今
回
も
程
食
抜
き
て
3
ゲ
ー
ム
を
ス
ル
ー
で
冥
施

し
、
H
食
休
憩
時
に
成
紺
渠
計
・
付
一
食
後
「
ホ
ー
‥
ル

イ
ン
ワ
ン
蒜
や
」
　
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
の
あ
と
成
結

党
衣
し
｝
な
り
ま
し
た
。

車
務
局
が
川
意
し
た
賞
品
は
も
と
よ
り
、
協
律
用

件
か
ら
捉
供
い
た
た
い
た
賞
‖
聖
で
手
に
中
名
の
参
加

音
は
来
年
の
再
会
キ
垂
∴
て
家
路
に
つ
き
ま
し
た

・
仁
な
成
晶
は
次
の
と
お
り

優
路
　
小
野
‡
政
清
　
二
閏
一
郎
打

り
】
位
　
艮
行
目
信
行
　
品
帆
同
一
帥
打

運
営
に
あ
た
っ
た
1
4
わ
の
ス
タ
ッ
フ
の
み
な
き
ん
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第1回NTT・OB大学授精
平成27年7月23日

jl

あ
り
が
し
こ
り
こ
き
い
ま
し
た

◆
盛
岡
電
友
会

◎
第
1
回
N
T
T
・
O
B
人
草

～
東
日
本
大
震
災
と
復
航
∵
被
災
者
の
笑
顔
～

7
月
2
3
日
に
、
今
隼
度
第
1
回
H
の
講
演
会
を
．
尤

大
船
渡
市
会
議
H
の
告
城
猥
清
氏
を
講
師
に
迎
え
、

7
6
名
の
参
加
を
得
て
聞
催
し
ま
し
た
■

震
災
1
時
の
悲
惨
な
状
態
の
記
憶
が
薄
れ
つ
つ
あ

り
、
復
興
の
友
接
の
気
持
ち
も
風
化
し
て
来
て
い
る

現
状
を
心
配
し
て
の
企
両
で
し
た
。

最
初
に
、
高
ム
日
に
避
難
し
た
被
災
者
が
振
形
し
た

D
V
D
を
放
映
　
マ
ク
ニ
チ
エ
ー
ト
9
の
〓
大
地
震

の
3
9
分
後
に
大
船
渡
湾
岸
防
波
堤
を
破
壊
し
、
＝
里
‖
…

位
‖
メ
ー
ト
ル
の
津
波
が
市
出
に
襲
い
か
か
り
船
も

車
も
家
も
一
瞬
に
し
て
飲
み
込
ま
れ
、
流
さ
れ
る
光

景
に
参
加
音
一
日
声
も
無
し
・
■
特
に
高
台
に
凝
雉
し

た
市
尺
の
　
「
あ
あ
　
も
う
お
終
い
だ
」
と
の
声
が
今

で
も
耳
か
ら
馴
れ
ま
せ
ん
一

大
船
渡
市
の
被
災
状
況
は
、
死
苫
3
1
n
h
、
不

明
昔
門
外
、
家
局
倒
壊
3
リ
3
1
用
し
正
し
作
を
花
す

る
被
災
を
支
け
た
ヒ
侶
通
さ
れ
ま
し
た

被
災
直
後
の
仮
設
住
宅
は
3
7
用
地
　
1
8
八
日
1

で
現
在
も
公
常
圧
宅
設
匠
の
起
れ
等
で
、
仮
設
圧

宅
を
吊
る
こ
と
が
出
来
な
い
被
災
昔
も
多
故
い
ち
「

㌧
こ
∵
こ
こ
一
の
こ
と

そ
れ
て
も
、
半
成
鱒
年
度
ま
て
の
再
建
訂
両
は
1

日
力
再
建
約
1
日
0
0
．
日
■
リ
ア
防
災
渠
囲
移
転
は
㌘

用
地
・
3
7
∩
∴
〓
＝
J
一
‥
大
宮
公
営
往
七
入
居
は
県
・

市
合
わ
せ
e
U
ハ
‖
1
．
日
　
1
被
災
車
某
所
に
つ
い
て
は
、

削
り
Ⅷ
以
卜
か
再
闇
継
続
の
意
向
を
持
ち
、
右
雫
に
視

興
へ
の
道
を
歩
み
始
め
て
い
ま
す

川
百
城
氏
は
、
半
成
岬
隼
に
設
け
■
し
た
N
P
O
法
人

「
目
す
ネ
ッ
ト
大
船
渡
」
　
の
理
車
k
を
設
L
り
．
時
か
ら
務

め
、
震
災
以
降
は
　
「
被
災
地
を
．
ル
気
に
」
を
合
一
。
＝
り
匪
車

に
、
数
々
の
支
接
車
美
や
行
車
冥
施
の
先
頭
い
∵
■
り
一
ら

奮
闘
し
て
い
ま
す

・
巨
な
串
業
を
紹
介
し
ま
す
と

1
被
災
者
支
托
情
描
誌
「
復
興
ニ
ュ
ー
ス
」
　
の
発
．
〓

約
1
年
半
継
続
発
行
－
∴
　
現
在
は
1
3
■
J
U
り
ま
て

′
い
な
り
、
旬
日
リ
1
0
日
n
部
を
配
布

三
遷
靴
所
で
の
炊
き
H
L
、
物
京
の
配
布

1
仮
設
住
七
ハ
ト
ロ
ー
ル

」
仮
設
住
七
等
で
の
手
芸
講
習
∴
娯
示
奈

現
在
ま
で
で
延
べ
2
7
0
n
U
人
の
参
加

■
－
J
　
「
ほ
ら
吹
き
入
会
」
を
6
回
閃
催

G
マ
ジ
ッ
ク
サ
ー
ク
ル
を
い
り
」
ち
卜
げ
、
仮
設
住
宅
や

福
祉
施
設
等
で
披
露

7
二
一
匹
鉄
道
盛
駅
の
運
常
受
託

乗
車
券
販
亮
や
「
ふ
れ
あ
い
待
合
室
」
、
イ
ベ
ン

ト
列
車
の
か
両
∴
蓉
地

バ
就
業
付
策
と
し
て
パ
ソ
コ
ン
講
習
の
美
施

な
と
で
す

こ
れ
ら
の
車
業
を
継
続
実
施
す
る
た
め
に
、
夢

、
不
ノ
ト
の
会
日
を
鉱
某
し
て
い
ま
す
爪

・
隼
会
西
∵
個
人
会
員
）
　
3
日
り
ハ
U
O
H

‥
ホ
ー
ム
へ
ー
ジ
「
夢
ネ
ッ
ト
大
船
渡
」

・
い
皿
請
　
0
1
9
り
】
1
4
7
－
3
り
〓
′
1

心
あ
る
八
号
芸
吾
日
に
む
∴
て
み
て
は
い
か
が
で

し

ょ

う

カ

◎
第
2
9
回
Y
T
T
・
O
B
余
技
作
目
抑
展
開
催

秋
の
恒
例
′
〓
車
で
あ
る
N
T
T
・
C
B
等
に
よ
る

余
技
作
品
展
を
盛
岡
駅
西
〓
て
り
す
ス
ビ
ル
川
桁
の

展
望
室
屁
示
場
で
9
日
3
0
日
か
ら
川
月
3
日
の
1
日
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第29回NTT・OB余技作品展模様
子供たちの目も釘付けです

M

聞
開
催
し
ま
し
た
ゝ

乃
回
目
と
な
っ
た
今
回
は
5
6
名
の
万
か
ら
吉
道
、

絵
画
、
版
画
、
写
真
、
彫
刻
、
陶
芸
、
手
芸
な
レ
「

‖
こ
ろ
会
日
が
丹
精
込
め
て
制
作
し
た
力
作
卵
作
品

が
寄
せ
ら
れ
、
運
常
委
‥
上
土
ほ
か
余
日
の
手
で
ハ
、
不
ル

を
設
問
し
て
展
示
し
ま
し
た
■
・

N
T
T
・
O
B
と
現
役
の
方
は
も
と
よ
り
近
郊
市

関
村
の
万
、
県
外
か
ら
の
旅
行
者
等
4
日
間
の
来
場

者
は
約
1
∩
‖
0
名
　
会
場
に
来
ら
れ
た
N
T
T
…
日

干
支
店
艮
は
じ
め
幹
部
の
ん
か
ら
、
賞
律
の
仁
丹
も
あ

1
、
盛
大
な
展
示
会
と
な
り
ま
し
た

作
目
紬
を
展
■
小
し
て
い
た
た
い
た
方
、
＝
準
小
会
を
か

両
、
運
常
し
て
い
た
た
い
た
運
営
委
員
の
ご
に
力
に

感
謝
い
た
し
ま
す
一
■

次
回
第
3
0
回
の
閲
催
は
、
平
成
罰
年
9
月
2
7
日
1

9
月
3
0
日
を
．
㌣
定
し
て
い
ま
す
。
火
曜
口
か
ら
金
曜

日
ま
で
の
開
催
に
変
更
に
な
り
ま
す
　
作
品
を
お
持

ち
し
て
い
ま
す
、

折
L
J
、
出
展
さ
れ
る
万
も
人
歓
迎
で
す
′
　
運
営
委

日
ま
で
連
絡
お
闘
い
し
ま
す
し

◎
サ
ー
ク
ル
活
動

巨
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
同
好
会

当
会
の
会
計
年
度
は
、
前
隼
川
日
か
ら
車
J
牛
9
日

ま
で
と
な
二
し
お
り
、
川
月
分
の
結
果
は
翌
年
度
ま

わ
し
と
し
て
い
ま
す
ゝ
　
日
月
か
ら
翌
隼
3
月
来
ま
で

の
冬
季
は
活
動
停
止
し
て
い
ま
す
■
　
1
J
つ
ー
ー
二
「

成
加
年
度
と
し
て
再
開
L
n
回
を
予
定
と
し
て
」
ツ
囲

し
て
い
ま
す
　
平
成
2
6
年
1
n
月
か
ら
平
成
刀
隼
7
月

木
ま
で
の
活
動
状
況
は
以
卜
の
と
お
り
で
す

実
施
回
数
と
参
加
人
欽

・
川
月
1
回
　
朋
件
5
1
宮
＝
■
杜
仲
部
名

・
1
斗
月
2
回
　
男
件
か
名
　
女
性
目
名

二
〇
月
3
回
　
封
性
川
上
＝
L
笹
件
目
名

・
6
日
1
回
　
男
性
4
相
生
‥
・
正
作
2
5
名

‥
－
月
5
回
　
労
作
5
1
名
　
女
件
坤
的

旦
‥
…
松
岡
挿
ク
ラ
ブ

1
総
会
閃
催

4
月
か
日
、
N
T
T
退
職
首
サ
ロ
ン
∴
」
お
い
て
出

席
者
P
わ
に
よ
り
半
成
刀
年
度
総
会
を
問
催
し
、
‥
削

牛
皮
活
動
状
況
狙
告
と
新
年
度
清
動
計
両
及
び
ナ
舘

某
に
つ
い
て
審
議
し
、
原
案
通
り
承
認
さ
れ
た
・

リ
∴
七
期
大
会
　
（
年
4
回
）

∴
弟
1
回
定
期
大
会
　
T
4
月
2
5
日
〉
　
9
名

優
勝
　
新
沼
　
孝
雄
　
　
り
】
拉
　
澤
m
　
俊
夫

∴
弟
2
回
定
期
入
会
　
へ
7
J
1
2
5
日
）
　
7
名

優
勝
　
小
川
　
常
悼
　
　
2
位
　
細
野
　
直
彦

∴
弟
3
回
定
期
大
会
　
八
川
月
封
日
子
完
）

・
第
1
回
定
期
大
会
　
へ
1
月
コ
日
．
、
工
生

3
月
例
会
　
へ
第
1
ト
ぷ
聴
〓
一

5
r
I
2
3
日
　
石
】
れ
）
　
　
6
月
2
7
日
　
う
】
γ
一

8
月
［
山
‖
　
（
り
】
名
J
 
p
H
訪
日
　
へ
リ
】
㌢
）

1
吏
北
川
県
税
吾
囲
持
大
会

5
日
ソ
封
1
日
、
つ
な
き
温
某
溝
温
証
に
お
い
て
各
県

8
和
代
衣
に
よ
る
恒
例
の
東
北
川
県
組
‥
ホ
‥
囲
甚
大
奈

が
聞
催
さ
れ
た
　
今
年
度
の
告
手
チ
ー
ム
は
、
宮
古

電
友
会
か
ら
両
日
賢
治
互
段
、
伊
蒔
均
二
▲
段
の
強

力
メ
ン
バ
ー
の
参
加
を
得
て
大
会
に
臨
み
、
東
北
▲
．
．

県
同
率
と
い
う
稀
に
み
る
激
戦
と
な
り
、
抽
選
の
結

月
　
優
勝
告
手
、
り
】
位
秋
川
、
3
位
宮
城
ヒ
な
っ
た

∴
バ
ー
目
盛
岡
市
長
杯
職
場
対
抗
戦
6
缶
出
席
．
巨
定

イ
ン
タ
ー
・
羊
ソ
ト
囲
持
、
公
尺
館
等
て
の
囲
持
の

普
及
等
に
よ
り
＝
例
会
は
、
低
調
の
傾
向
と
な
っ
て

い
る今

後
は
、
り
例
会
の
克
美
ヒ
紺
規
余
日
の
拡
大
及

び
余
日
の
棋
力
向
卜
を
図
っ
て
行
き
た
い
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榔
不
束
ガ
釣
り
ク
ラ
ブ
清
動
報
治

平
成
2
7
隼
度
は
5
月
8
日
、
ラ
・
フ
ラ
ン
ス
蹄
に

お
い
て
、
川
名
が
参
加
し
て
総
会
を
開
催
し
ま
ー
二
㌧

2
6
年
度
車
業
描
出
、
決
算
祁
告
皮
び
監
査
報
告
亭
し

て
刀
年
度
事
業
計
画
、
予
算
案
が
満
場
一
致
で
採
択

さ
れ
、
平
成
2
7
年
度
の
活
動
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た

総
会
終
了
後
、
温
泉
に
浸
か
っ
て
食
事
を
取
り
な

が
ら
こ
れ
か
ら
の
釣
り
計
画
に
つ
い
て
請
を
弾
ま
せ

て
お
り
ま
し
た
■
、

今
年
度
の
主
な
活
動
は
以
下
の
通
り
で
す
。

5
月
2
日
　
カ
レ
イ
　
吉
浜
萬
福
九
　
5
名

1
9
日
　
カ
レ
イ
　
吉
浜
萬
袖
九
　
6
名

6
J
l
l
U
　
カ
レ
イ
　
普
代
翔
光
丸
　
6
竹

1
9
日
　
カ
レ
イ
　
吉
浜
萬
福
丸
　
6
名

7
月
1
m
‖
　
カ
レ
イ
　
普
代
翔
光
九
　
6
名

釣
果
は
そ
の
時
に
よ
っ
て
差
が
あ
り
ま
し
た
が
、

カ
レ
イ
の
他
に
、
ナ
メ
タ
、
ア
イ
ナ
メ
、
タ
ラ
等
の

外
道
も
つ
れ
、
そ
れ
な
り
に
楽
し
く
過
ご
し
ま
し
た

ま
た
、
7
月
2
4
日
に
結
石
海
岸
の
海
楽
荘
い
い
、
■

泊
∴
口
で
岸
壁
釣
り
の
釣
り
旅
行
を
計
画
し
ま
し
た

が
、
雨
楔
様
で
天
気
に
恵
ま
れ
ず
や
む
を
得
ず
車
上

と
な
り
ま
し
た

今
年
度
の
計
画
と
し
て
は
、
日
月
1
0
日
に
恒
例
の

釣
り
教
室
の
開
催
、
そ
し
て
に
月
に
は
1
年
の
締
め

く
く
り
と
し
て
亡
ひ
毎
丁
会
を
計
画
し
て
お
り
ま
す
■
モ

不
来
力
釣
り
ク
ラ
ブ
で
は
、
－
緒
に
楽
し
ん
で
ノ
1

れ
る
仲
間
を
藍
∴
て
お
り
ま
す
の
で
、
新
規
入
会
を

お
持
ち
し
て
お
り
ま
す
■
　
不
東
方
釣
り
グ
ラ
フ
会
長

百
円
木
忠
志
ま
て

ル
麻
雀
同
好
会

・
今
年
度
卜
半
期
を
圧
倒
す
る
！

今
印
度
前
半
の
例
会
が
6
月
、
9
月
と
閲
催
さ
れ

卜
半
朋
の
成
轟
が
確
定
し
た
が
、
驚
い
た
の
は
、
1
1
同

好
会
の
顧
問
で
あ
る
及
川
正
雄
氏
が
連
覇
し
た
こ
と

で
あ
る
■

従
来
に
お
け
る
連
覇
の
記
措
か
な
い
こ
と
か
ら
、

こ
こ
川
年
程
の
記
録
を
調
べ
る
に
、
や
は
り
通
常
の

実
績
が
記
録
卜
触
∵
、
或
い
は
同
好
会
始
ま
っ
て
以
来

の
快
挙
と
思
わ
れ
る

そ
の
及
川
氏
の
得
点
で
あ
る
が
に
万
点
余
り
で
、

2
位
に
付
け
る
会
長
の
町
端
氏
の
得
点
6
万
点
の
倍

と
他
を
大
き
く
引
排
し
て
お
り
、
年
度
優
勝
の
最
存

力
候
補
と
な
っ
て
い
る

当
会
の
例
会
は
、
6
月
か
ら
始
ま
り
3
か
＝
に
1

回
の
隼
度
4
回
開
催
し
て
い
る

よ
っ
て
今
年
度
の
後
半
　
へ
u
H
・
3
月
〕
　
り
】
回
で

2
位
の
町
端
氏
以
卜
ど
こ
ま
で
急
追
で
き
る
の
か
楽

し
み
で
あ
る

「
勝
負
は
時
の
運
」
と
か
「
ゲ
タ
を
履
／
、
ま
で
分

ら
な
い
」
等
と
云
わ
れ
る
が
、
諦
め
る
こ
し
こ
な
／
、
逆

転
に
向
け
て
挑
戦
さ
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
い
る

現
会
日
放
は
ガ
れ
て
あ
る
が
、
川
＝
よ
り
女
性
余

日
か
入
会
し
女
性
が
4
名
と
な
り
賑
や
か
さ
と
準
や

カ
さ
が
増
し
て
来
て
い
る
「

府
雀
は
適
度
な
頭
の
体
操
に
加
え
、
指
先
も
駆
佗

す
る
こ
と
か
ら
、
自
然
に
心
身
の
状
態
に
好
影
響
を

㌧
え
る
も
の
と
考
え
て
い
る
‘

加
え
て
会
日
ハ
相
互
の
粗
瞳
に
も
寄
与
し
て
お
り
、

会
員
の
一
部
か
ら
は
、
例
会
の
開
催
を
も
う
少
し
増

や
し
て
欲
し
い
旨
の
お
話
を
頂
戟
し
て
い
る
。

竜
友
会
会
員
そ
し
て
N
T
T
・
O
B
の
皆
さ
ん
！

現
行
で
は
午
に
4
回
だ
け
の
例
会
で
す
の
で
、
是
非

入
会
頂
い
て
二
相
に
楽
し
み
、
懇
親
を
深
め
ホ
ケ
等

レ
」
こ
か
に
吹
き
飛
ば
し
て
し
ま
い
ま
し
ょ
う

入
会
大
歓
迎
で
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
∴
」
希
望

の
方
は
、
串
務
局
　
（
上
目
出
陣
七
一
迄
ご
連
絡
卜
さ
い

■
≠
さ
ん
ほ
の
会

2
7
年
度
総
会
は
4
月
2
0
目
黒
温
泉
の
ホ
テ
ル
大
観

で
開
催
し
、
前
年
度
の
活
動
損
告
の
後
2
7
年
度
山
行

計
画
を
話
し
合
い
決
定
し
た

5
月
7
日
鞍
掛
目
に
登
る
、
■
　
新
線
の
満
々
し
い

香
り
の
森
を
歩
く
と
木
々
は
萌
黄
色
し
た
葉
を
凧
に

な
び
か
せ
、
林
床
に
は
い
ろ
ん
な
花
が
咲
き
誇
二
し

い
る
▲
　
先
を
行
／
、
メ
ン
ハ
ー
が
シ
ラ
ネ
ア
す
ィ
、
キ

ク
ザ
キ
ィ
チ
ゲ
と
H
に
入
る
花
の
名
を
あ
げ
る
と
後

列
で
は
笑
顔
で
歓
上
川
が
あ
が
る
　
山
は
今
回
も
私
た

ち
を
歓
迎
し
て
く
れ
た
■
　
下
山
後
は
網
張
温
泉
の
陽

に
つ
か
っ
て
か
ら
帰
る
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弗

6
日
の
兜
明
神
丘
…
∴
〓
神
山
は
毎
年
ワ
ラ
ビ
レ
丁
ウ

ル
ィ
揺
り
を
兼
ね
た
楽
し
い
山
登
り
た
　
今
回
は
い

つ
も
よ
り
成
育
が
早
く
、
6
月
目
口
に
は
も
う
．
節

リ
ラ
ヒ
は
過
ぎ
て
二
番
ワ
ラ
ヒ
た
っ
た
が
ま
す
ま
す

の
収
彼
を
得
て
帰
っ
た
■

7
月
6
日
薬
師
伍
■
　
久
々
の
山
で
刷
早
／
、
日
が
党

め
た
■
■
　
早
池
峰
山
の
ふ
も
と
大
迫
へ
向
か
い
小
旧
匙

脇
に
車
を
止
め
る
　
こ
の
峠
を
境
に
し
て
的
牛
が
北

の
早
池
峰
山
ヒ
南
の
葉
帥
店
で
異
な
え
二
ヒ
て
知
ら

れ
て
い
る
　
登
る
し
一
問
も
な
く
薬
師
岳
の
れ
化
す
サ

ハ
ブ
サ
か
登
山
道
の
両
サ
ィ
ト
に
血
サ
隼
し
て
い
る

て
ノ
ー
ツ
ル
ソ
ウ
、
ツ
ハ
メ
寸
モ
ト
そ
し
て
倒
木
や
告

拾
い
い
は
障
れ
る
よ
う
に
伴
え
る
ヒ
カ
り
コ
ケ
か
れ
の

ご
と
く
深
い
黄
緑
色
に
光
っ
て
い
た

畑
っ
く
り
歩
い
て
川
時
3
5
分
山
頂
に
到
右
、
所
要

時
問
1
時
間
帥
分
▲
手
が
届
き
そ
う
な
早
池
峰
山
は

北
上
山
地
の
＝
里
＝
同
峰
と
い
う
た
け
あ
っ
て
雅
人
に
比

えた「8
月
の
姉
神
山
は
天
候
不
順
て
中
山
と
な
る

9
月
は
■
5
日
L
時
雨
山
に
行
く
■
　
西
根
道
の
肌
8

け
供
へ
日
で
半
鮎
か
ら
右
折
す
る
∴
　
車
ノ
ご
と
し
て
は
1

年
振
り
で
あ
る
　
こ
の
山
の
何
か
雰
囲
気
の
あ
る

し
っ
と
り
し
た
山
名
が
好
き
だ
　
旧
代
半
高
原
の
俳

車
場
入
日
か
ら
入
る
と
す
ぐ
放
牧
場
の
牛
の
群
れ
に

出
会
う
　
隣
接
す
る
広
た
な
而
情
の
畑
て
は
巾
梅
を

仲
川
し
て
の
大
根
堀
り
作
業
が
払
え
た
　
山
は
す
ノ

か
り
軌
の
基
い
を
し
て
待
二
∴
J
た
　
け
－
ま
で
は

侵
＝
某
省
∴
∵
里
根
を
ト
∵
∵
卜
り
勺
。
宰
り
返
し
て
住
一
礼
、

「
÷
ハ
・
右
，
へ
り
混
し
ろ
先
を
急
登
し
て
北
蜂
に
‥
ホ
く

ハ
．
．
誉
代
用
も
に
現
川
分
に
は
到
右
、
所
要
時
間
り
】
時
関

川
行
　
田
L
か
ら
は
告
千
川
が
よ
く
見
え
、
対
帖
す

る
川
代
山
は
日
と
＝
…
八
の
先
た
　
撞
食
の
後
牧
人
が
血

竹
、
∴
け
登
る
　
気
持
ち
よ
く
登
れ
た
山
に
感
謝
し
、
L

時
雨
山
鉱
京
て
汗
を
流
し
て
吊
る

川
月
は
安
比
、
フ
ナ
の
在
り
十
－
キ
ン
グ
、
目
口
は

東
根
山
登
山
を
ナ
、
了
走

私
た
ち
「
さ
ん
ほ
の
会
」
は
冬
期
以
外
の
季
節
に

月
1
回
の
ヘ
ー
ス
て
1
5
0
n
U
メ
ー
ト
ル
以
上
の
低

山
を
歩
い
て
楽
し
人
で
お
り
ま
す

山
の
魅
力
は
紺
緑
や
紅
葉
の
時
だ
け
で
は
あ
り
ま

せ
ん
　
他
の
季
節
に
も
魅
力
は
い
っ
ぱ
い
あ
る
し
一

m
心
っ
て
い
ま
す
　
初
め
て
の
人
で
も
卜
分
楽
し
め
ま

す
の
で
腱
根
づ
く
り
の
た
め
に
も
．
度
体
験
し
て
ふ

て
は
如
何
で
し
ょ
う
か

や
‖
然
探
勝
コ
マ
ク
サ
会

平
年
度
の
行
車
は
会
〓
ハ
の
皆
さ
ん
の
都
合
な
ど
テ

ナ
定
適
け
に
計
両
が
で
き
ず
〉
　
初
夏
の
高
原
散
策
な

い
一
が
黒
地
で
き
ま
せ
ん
で
し
た

1
シ
㌧
ス
ン
始
め
の
打
ち
合
わ
せ

車
内
の
飲
食
店
　
｛
日
も
参
加
）

り
こ
れ
花
札
　
秋
川
車
千
秋
公
園
の
お
化
比

人
気
は
良
か
∵
た
が
桜
は
ほ
と
′
㌃
】
散
っ
て
い
た

広
場
で
架
L
J
、
会
食
　
（
口
名
妾
加
）

り
り
納
涼
余
し
一
卜
期
の
行
車
打
ち
合
わ
せ

車
内
の
飲
食
店
　
（
川
名
参
加
｝

1
．
肘
＝
M
右
狩
り

秋
川
県
抱
き
返
り
渓
符
‥
日
月
知
日
美
施
決
定

－
∴
璧
ム
お
よ
び
忘
年
会
　
日
月
来
黒
地
♪
定

市
内
で
・
次
牛
皮
の
計
画

体
力
が
な
く
な
り
ハ
イ
キ
ン
グ
等
が
国
雄
な
余
日

が
多
ノ
1
な
二
し
き
た
の
で
、
初
夏
の
行
車
内
容
を
比

直
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

■
巨
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
楽
し
む
会

刀
隼
度
総
会
を
1
日
6
日
に
閏
催
し
本
隼
度
の
溝

動
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た

1
日
ソ
コ
・
ノ
教
室
を
毎
日
∵
1
回
開
催

巨
な
学
習
内
容
は
、
デ
ジ
タ
ル
写
賞
の
嘩
渠
及
び

ム
ー
ピ
ー
ア
ル
ハ
ム
の
作
成
方
法
、
∩
由
研
究
、
P

C
相
談
会
、
ワ
ー
ト
及
び
エ
ク
セ
ル
の
基
本
的
な
操

作
力
法
、
イ
ン
タ
1
、
千
ノ
ト
の
楽
し
ふ
万
、
パ
ノ
ク

ア
ッ
プ
の
取
り
〃
並
び
に
リ
カ
バ
リ
デ
ィ
ス
ク
の
作

成
〃
法
、
他
一

リ
ー
プ
ロ
バ
イ
ダ
ー
O
C
N
が
3
月
て
ホ
ー
ム
へ
ー
シ

の
サ
ー
ビ
ス
を
庵
直
し
た
た
め
、
き
了
、
ら
レ
ン
タ
ル

サ
ー
バ
ー
に
引
越
し
す
る
こ
し
∴
∴
な
り
、
二
の
機
会

に
と
い
う
車
て
り
N
T
T
…
f
j
r
O
B
、
羊
′
卜
り
の
ホ
ー

ム
へ
ー
・
ン
を
1
＝
い
．
い
全
面
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
ま
し
た

5
月
か
ら
は
′
閏
月
の
更
折
を
し
て
い
ま
す
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凪の丘のキャラリー
作品展示会
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り
J
2
7
隼
最
大
の
ィ
ベ
ン
ト
一
W
 
l
n
d
〓
W
S
l
日

へ
の
O
S
無
椚
更
折
か
7
＝
乃
日
か
ら
ス
タ
ー
ト
し

た
の
て
、
余
日
各
自
の
P
r
環
境
の
確
認
及
び
更
新

準
備
を
黒
血
　
吏
綿
は
各
日
邪
へ
日
の
良
い
時
に
美
鮪

し
て
も
・
や
つ
い
半
に
し
ま
し
た

8
＝
卜
旬
に
は
新
O
S
を
件
駈
し
て
も
エ
∵
「
た

め
＝
悪
日
m
P
C
l
否
の
O
S
を
「
W
 
l
n
d
O
W
S

l
＝
」
　
に
更
新
し
ま
し
た

1
根
ひ
親
余
の
閃
催

′
川
月
1
回
程
度
の
懇
親
会
の
聞
催
、
イ
∵
ノ
ク
ー
・

ネ
ッ
ト
の
新
サ
ー
ヒ
ス
や
I
T
の
最
近
の
動
向
等
に

つ
い
て
の
情
報
交
換
や
、
役
立
つ
ホ
ー
ム
へ
ー
シ
の

情
服
等
で
知
識
の
向
上
と
懇
裸
を
深
め
て
い
ま
す

◆
遠
野
地
区
電
友
会

◎
凪
の
丘
（
迫
の
駅
）
作
品
展
一
小
会
開
催

今
も
継
続
し
て
い
る
風
の
丘
　
（
道
の
駅
」
　
の
作

目
川
展
示
会
を
川
日
日
柏
〓
1
知
日
迄
実
施
し
ま
し
た

隼
々
回
鎖
を
重
ね
る
レ
一
比
へ
に
会
＝
u
ハ
の
年
も
重
ね
て
ま

い
り
ま
す
　
そ
れ
で
も
頑
張
ろ
う
と
笑
明
と
気
力
て

集
ま
っ
て
手
つ
く
り
を
続
け
一
′
∴
Y
ま
す
　
毎
週
水
帰

日
・
1
5
年
以
仁
も
競
い
て
い
る
と
思
い
ま
す
■
　
そ
ん

な
車
で
仲
間
達
の
信
柏
関
係
と
川
結
力
？
本
勺
に
す

は
ら
し
い
揖
友
会
の
活
動
で
す
■
塞
き
が
日
増
し
に

巌
し
く
な
っ
て
い
／
＼
の
で
や
は
り
手
あ
み
の
ほ
う
し

朋
こ
こ
ワ
リ
と
秋
の
空
し
r
b
＝
う
し
、
女
こ
こ
ウ
リ
と

秋
の
空
ヒ
も
▲
‥
わ
れ
て
い
ま
す
か
、
叩
U
H
H
は
コ

U
コ
U
空
頼
信
か
変
わ
る
〓
て
し
た
　
日
か
党
め
た

り
問
に
は
両
か
降
っ
て
た
の
で
、
今
＝
は
中
山
だ
な

あ
と
〃
刷
め
て
い
た
ら
、
9
叫
頃
に
な
二
し
雨
が
直
入

毎
日
も
差
し
て
来
た
の
で
チ
定
通
り
宗
晶
す
る
車
に

し
て
川
名
が
渠
合
し
て
閃
始
　
直
前
り
喧
両
た
り
た
の

て
球
が
飛
ば
す
、
作
戦
に
苦
塩
し
な
が
ら
の
進
行
と

な
り
ま
し
た

ホ
ー
ル
ィ
ン
ワ
、
／
は
狛
1
て
入
る
も
の
で
も
な
く

遠
ノ
＼
か
ら
打
っ
て
も
思
い
が
け
ず
入
る
貴
外
竹
が
た

ま
ら
な
′
＼
て
、
や
め
ら
れ
な
い
両
日
味
か
あ
る
の
て

す
　
8
ホ
ー
ル
ー
ラ
ウ
ン
ド
で
終
了
し
、
総
会
を
始

類
が
数
多
ノ
＼
克
れ
ま
し
た
■
　
販
尤
も
す
る
の
で
宣
言

予
さ
ん
も
人
切
な
役
目
な
の
で
毎
日
り
】
れ
ず
つ
の
、
巨
1

番
で
行
い
ま
す
　
秋
は
行
楽
の
シ
ー
ズ
ン
　
凪
の
丘

は
多
く
の
ん
々
が
足
を
運
び
ま
す
　
県
内
外
い
7
∵
ル

な
万
両
か
ら
の
出
あ
い
も
あ
り
励
ま
し
の
お
．
．
パ
葉
等

を
い
た
だ
ノ
＼
し
一
日
汁
′
八
で
も
ら
う
串
の
迂
成
感
の
よ
う

な
も
の
を
感
じ
ま
す
し
、
あ
な
た
に
あ
え
て
よ
か
っ

た
と
か
心
か
ら
言
っ
て
く
れ
る
人
が
い
れ
ば
丈
や
∴

て
み
よ
う
ヒ
謡
あ
っ
た
り
今
回
も
皆
さ
ん
の
協
力
て

無
車
終
わ
り
ま
し
た
■
　
ほ
ん
の
少
し
て
す
け
と
什
余

福
祉
協
一
里
芸
に
も
・
笥
〓
も
て
き
ま
す
L
ね

◎
サ
ー
ク
ル
活
動

・
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
総
会



各地区電友会だより（岩手）

県南営業支店長の講演

＼　I　”＿＿　　＿r

黙諾翫嘉も澗覇＝　　＝　一一一　一r■－
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電信電話記念日行事を祝う会
平成27年10月23日

懇親会模様

め
よ
う
と
し
た
ら
雨
が
バ
ラ
つ
い
て
来
た
の
で
、
急

茂
O
B
サ
ロ
ン
へ
大
移
動
し
ひ
ヒ
息
つ
い
て
か
ら
寮

眉
に
措
つ
き
1
年
の
清
動
を
振
り
返
り
な
が
ら
進
め

て
行
き
ま
し
た
　
年
間
賞
の
投
与
、
当
日
の
成
績
も

発
来
さ
れ
ま
し
た
〉
　
年
間
賞
の
1
位
に
は
常
連
の
椛

本
洋
r
さ
ん
、
当
日
の
1
位
に
は
菊
池
清
志
さ
ん
が

長
彰
き
れ
ま
し
た

又
、
2
7
年
の
県
人
会
で
は
小
林
伸
一
さ
ん
か
ト
位

と
上
位
に
入
る
活
動
で
し
た
　
若
い
〃
辻
が
靴
を
あ

げ
て
来
て
お
り
ま
す
・
1
〟

総
会
を
終
え
情
用
交
換
を
し
な
か
ら
和
気
あ
い
あ

し
と
美
味
し
く
弁
当
を
裁
き
閉
会
と
な
り
ま
し
た

1
週
川
に
1
回
集
ま
っ
て
身
体
を
動
か
し
て
い
る
車

が
他
根
に
も
つ
な
が
っ
て
い
る
の
だ
と
思
っ
て
続
け

て
お
り
ま
す
■
ノ
　
何
よ
り
も
ス
ト
レ
ス
解
消
に
な
っ
て

い
る
の
が
嬬
し
い
で
す
■
J
　
会
日
の
皆
さ
ん
、
こ
れ
か

ら
も
健
蛸
壷
命
を
の
ば
し
ま
し
ょ
う
■

◆
水
沢
地
区
電
電
友
の
会

◎
滝
信
電
話
記
念
日
行
車
を
祝
う
会
開
催

川
＝
り
“
日
、
輿
川
市
来
県
巨
乃
サ
・
／
ハ
し
て
、
エ
∵
「

ル
て
、
N
T
T
東
日
本
県
南
常
日
宇
土
居
婚
前
＝
合
音
支

店
に
を
来
賓
し
一
し
て
迎
・
㌔
／
書
目
封
宮
六
日
庸
一
■
・
、
閃

付
し
ま
し
た
　
初
め
い
．
∵
　
乞
店
長
か
ら
　
「
N
T
T
小

栗
の
甜
正
∵
六
い
て
■
　
こ
講
減
を
い
た
た
き
ま
し
た

祝
貴
会
は
、
会
に
の
挨
拶
を
受
け
、
毎
回
仙
台
か

ら
駆
け
つ
け
て
′
1
れ
る
余
日
の
梅
本
婿
さ
ん
の
乾
杯

て
盛
上
に
始
や
ま
し
た
。
余
日
の
切
れ
口
の
な
い
カ

ラ
す
ケ
ハ
熱
唱
て
時
問
の
緯
つ
の
も
忘
れ
て
盛
り
卜

が
．
り
ま
㌧
ナ
、
，

予
）
県
南
地
区
ブ
ロ
ッ
ク
文
化
講
満
会
開
催

7
日
柏
日
、
県
南
地
区
会
‖
5
6
名
が
参
加
し
、
刀

隼
の
酔
車
、
水
沢
地
k
竜
友
余
・
王
催
で
文
化
講
演
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
　
花
巻
・
北
上
・
水
沢
・
一
閃

の
参
加
余
日
の
梧
き
ん
が
J
R
水
沢
駅
に
渠
合
し
＝
収

初
に
我
が
国
最
大
級
の
ロ
ッ
ク
フ
ナ
ル
ダ
ム
の
胆
沢

ダ
ム
を
見
学
し
ま
し
た
　
そ
の
後
、
会
場
を
　
「
焼
〓

ケ
ア
ハ
ー
ク
ひ
め
か
ゆ
」
　
に
移
し
て
「
奥
州
衣
川
巨
〓

点
会
」
　
に
よ
る
前
九
牛
の
投
を
中
心
と
し
た
雁
吏
講

談
を
聞
き
ま
し
た
■
1
　
出
演
符
に
は
、
余
日
の
上
小
路

常
垂
　
（
佐
々
木
荘
重
）
　
さ
ん
、
神
楽
の
正
司
　
へ
千
…
㍍

正
．
」
り
一
さ
ん
の
登
壇
も
あ
、
り
熱
心
に
聞
き
入
り
ま
し

た
　
懇
親
会
は
久
し
ぶ
り
の
廟
合
わ
せ
て
、
油
を
酌

み
変
わ
し
旧
交
を
温
め
ま
し
た

B
日
帰
り
旅
行
の
実
施

5
日
黒
目
、
木
沢
地
区
中
黒
皿
友
の
会
ヒ
退
皿
音
の

去
来
訳
地
区
協
璧
ム
の
日
帰
り
旅
行
を
苅
名
か
参
加

し
て
宣
施
し
ま
し
た

仁
一
「
∴
旧
T
J
．
閏
古
め
言
刑
の
艮
症
・
丈
化
博
物
蹄
〈
‖

ト
〓
リ
ノ
イ
ー
＝
・
－
′
　
′
L
 
r
■
■
　
　
　
－
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世靖の一酒造で試飲

花袋　へコ二アカーテン

毛越寺「曲水の宴」
平成27年5月24日

うり

鋸
ク
　
二
′
、
化
京
町
の
　
〝
花
と
泉
の
公
国
　
二
ト
タ
ン

園
、
ペ
コ
二
ア
鈍
ナ
、
〃
…
f
l
手
睦
沢
野
牛
の
上
回
　
（
告

手
サ
フ
ァ
リ
ハ
ー
ク
）
り
　
て
す

＝
収
初
の
見
学
地
で
は
世
姑
の
一
酒
造
の
聴
史
や
明

治
の
文
豪
と
の
闇
宜
な
レ
「
　
情
緒
と
ユ
ー
モ
ア
・
こ
【
り

ぶ
り
の
説
明
を
受
け
る
し
亘
も
に
試
飲
コ
・
⊥
′
T
二

は
り
ん
味
し
い
お
酒
を
味
わ
い
ま
し
た

次
の
兄
草
地
の
ー
不
タ
ン
園
と
ベ
ゴ
ニ
ア
舘
は
、
化

の
美
し
さ
色
彩
の
表
情
ら
し
さ
に
と
て
も
日
の
保
存

に
な
り
ま
し
た

最
後
は
野
生
の
王
国
サ
フ
ァ
リ
ハ
ー
ク
で
園
内
ハ

ス
の
中
か
ら
キ
リ
ン
、
ラ
イ
す
、
／
、
し
ま
う
ま
等
の

放
し
飼
い
の
動
物
た
ち
を
見
学
し
ま
し
た
　
草
食
動

物
た
ち
は
鋼
を
求
め
て
バ
ス
に
近
寄
る
な
ど
、
楽
し

い
ふ
れ
あ
い
の
ひ
と
時
を
剋
ご
し
ま
し
た
■

三
サ
ー
ク
ル
清
動

j
l
I
T
だ
べ
り
会

5
日
2
4
日
、
ハ
ソ
コ
ン
教
室
の
仲
問
「
I
T
た
へ

り
会
」
　
の
損
影
会
を
兼
ね
た
日
帰
り
旅
行
と
し
て
世

界
追
橙
平
泉
毛
越
寺
庭
回
で
聞
催
さ
れ
た
第
加
回

「
仙
水
の
宜
」
を
鑑
賞
し
ま
し
た

奈
良
・
半
宏
時
代
に
′
〓
わ
れ
た
侵
粧
な
歌
遊
び
を

見
学
し
な
が
ら
ハ
ソ
コ
ン
講
座
の
基
材
を
蹴
る
た
め

＝
…
γ
中
で
デ
ジ
カ
メ
の
シ
ャ
ッ
タ
ー
を
切
り
ま
し
た

2
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
同
好
会

バ
ー
ク
コ
ル
フ
同
好
会
は
一
昭
年
り
一
月
発
足
し
、

り
】
隼
日
を
迎
え
た
サ
ー
ク
ル
で
す

会
日
日
は
1
3
人
で
、
毎
週
1
回
練
習
日
を
設
定
　
（
金

曜
日
1
3
時
ス
タ
ー
ト
）
　
I
L
、
奥
州
市
内
の
り
】
ヶ
所
の

ハ
ー
ク
コ
ル
フ
場
を
別
目
し
て
練
習
に
励
ん
で
い
ま

す
　
丈
、
練
習
の
成
果
を
確
認
す
る
た
め
隼
に
2
回

へ
存
し
ー
秋
）
　
余
日
川
志
の
親
睦
交
流
入
会
を
開
催
し

打
紋
の
向
上
に
努
め
て
い
ま
す
　
尚
、
大
会
に
お
い

て
は
余
日
に
上
手
卜
手
の
較
差
が
あ
る
こ
し
一
か

ら
、
優
勝
7
、
準
優
勝
5
、
第
3
位
3
の
ハ
ン
デ
を

加
持
し
て
刷
位
の
均
衝
を
図
二
し
い
ま
す
。
更
に
は

花
巻
地
区
宣
友
会
の
ハ
ー
ク
、
コ
ル
フ
サ
ー
ク
ル
し
あ

合
同
練
習
を
一
昨
年
1
恒
昭
隼
リ
ノ
】
回
美
施
し
て
お
り

今
後
も
交
流
大
会
等
も
合
め
て
友
好
を
深
め
た
い
と

‖
い
り
て
い
る
と
こ
ろ
で
す

以
ト
ハ
ー
ク
コ
ル
7
サ
ー
ク
ル
の
活
動
状
況
を
紺

行
し
ま
し
た
か
、
サ
ー
ク
ル
の
目
標
で
あ
り
ま
す
余

日
相
互
の
毘
睦
と
他
県
増
進
そ
し
て
砦
し
／
、
存
肯
肯
咽

に
嗣
ご
せ
る
ス
ポ
ー
ツ
と
．
こ
し
会
員
の
拡
大
に
努
め

た
い平

成
㌘
牛
皮
存
季
親
睦
交
流
入
会
の
成
績
は
次
の
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親睦をはかり健康増進を目標に
会員13人て元気に活動しています】

上山雲泉　r月間ホテル」

攣予皆■
さくらんぼ狩り（食べ放■）　　　　ニッカウヰスキー工場

盛りたくさんの一泊旅のコース

4日

通
り
■優

勝
　
佐
勝
　
年
萎
　
　
準
優
勝
　
佐
藤
　
‡
∵

◆
宮
古
地
区
電
友
会

◎
上
山
温
泉
方
面
へ
一
狛
旅
行

二
ソ
カ
ウ
ヰ
ス
キ
ー
と
さ
ノ
＼
ら
ん
ほ
と
仙
台
う
み

の
杜
水
旅
館
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
に
感
訳

7
日
1
日
宮
古
O
B
の
∴
什
2
1
名
は
初
夏
の
陽
を

浴
び
な
が
ら
年
に
1
度
の
温
泉
旅
行
へ
出
か
け
ま
し

た
■
今
年
は
鞘
ド
ラ
　
「
マ
ッ
サ
ン
」
　
の
二
ノ
カ
ウ
ヰ

ス
キ
ー
の
試
飲
を
す
る
の
か
1
つ
の
‖
つ
て
で
す

高
速
道
て
一
路
仙
台
方
面
へ
　
宿
泊
は
山
形
の
1
二
両

退
京
C
露
た
風
呂
へ
と
出
発

二
∵
カ
ウ
ヰ
ス
キ
ー
宮
城
扶
蒸
留
所
は
テ
レ
ビ
で

見
た
北
海
道
余
市
の
口
然
‥
黍
通
れ
た
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン

ド
監
C
建
物
と
同
様
、
樹
齢
放
1
0
0
隼
を
越
え
る

一
㌦
い
羅
木
の
中
に
あ
り
ま
し
た
「
　
そ
の
異
同
情
緒
溢

れ
二
赤
い
し
、
／
カ
の
建
物
と
石
…
M
の
雰
囲
気
に
感
激

し
て
、
い
つ
ま
で
も
そ
こ
に
作
ん
で
い
た
い
彿
動
に

矩
・
∵
㌍
ま
す
∵
　
加
項
業
し
た
竹
鶴
正
孝
氏
の
偉
業
と
リ

タ
さ
∴
と
二
日
う
外
国
人
を
妻
に
持
ち
時
代
と
戦
っ
た

ウ
ノ
・
ス
キ
5
作
．
り
の
執
念
に
感
慨
深
い
も
の
を
感
じ

な
が
ら
姐
字
㌧
ま
し
た
【
　
暗
い
部
屋
に
大
き
な
柿
が

時
代
を
思
わ
せ
ま
す
ご
て
し
て
、
鴫
泊
色
の
大
小
、

趣
の
あ
る
嘉
敵
な
瓶
に
入
っ
た
ウ
イ
ス
キ
ー
が
部
犀

い
っ
ぱ
い
に
並
び
、
試
飲
し
な
が
ら
そ
れ
そ
れ
の
思

い
で
お
土
産
か
自
分
の
も
の
か
手
に
手
に
購
入
し
ま

し
た
■
腎
ノ
、
続
い
た
焼
酎
か
ら
ウ
イ
ス
キ
ー
∴
」
移
り

先
王
が
一
挙
に
の
び
て
い
る
と
か
、
、
マ
ス
コ
ミ
、
丹
〓

伝
っ
て
大
変
な
力
で
す
よ
ね
▼
　
さ
て
、
と
ち
ら
に
千

が
上
が
り
ま
す
か
？
私
た
ち
苦
い
頃
は
焼
酎
は
何
か

戦
後
臭
い
よ
う
て
俄
然
ウ
ィ
ス
キ
ー
で
し
た
よ
ね

高
価
な
物
に
は
手
が
届
か
ず
、
行
き
付
け
の
ハ
ー
の

マ
ス
タ
ー
に
空
ビ
ン
を
や
的
し
た
り
し
て
、
与
椚
二

岡
い
て
楽
し
ん
で
い
た
っ
け
…
（

と
、
上
山
ホ
テ
ル
の
夕
食
に
は
暇
人
し
て
き
た
ウ

イ
ス
キ
ー
が
閏
月
さ
れ
山
形
の
地
溝
ヒ
相
ま
二
＼

全
日
心
地
良
ィ
、
ほ
ろ
酔
い
こ
酢
釘
、
〉
　
翌
日
の
会
計
で

の
酒
代
の
高
さ
に
　
〝
ウ
ナ
ー
好
き
り
　
！
？

帰
路
の
さ
く
ら
ん
ぼ
狩
り
で
は
時
期
的
に
我
々
が

最
後
で
特
別
に
m
意
し
て
頂
い
た
本
か
ら
お
腹
い
っ

ぱ
い
に
な
る
ほ
ど
皆
か
食
べ
ま
し
た
ね
　
お
仁
庫
に

は
色
と
り
ど
り
の
さ
く
ら
ん
ぼ
を
買
い
ま
し
た
▲

そ
し
て
、
山
寺
・
後
藤
美
術
館
へ
。
コ
ロ
ー
や
、

ル
ソ
ー
の
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
絵
画
」
「
ガ
ラ
ス
t
芸
ア
ー

ル
ヌ
ー
ボ
ー
」
　
の
展
示
に
は
た
め
息
が
で
き
る
よ
う

で
し
た
㌧
　
放
産
を
高
め
た
あ
と
は
、
本
日
オ
ー
ブ
ン

の
　
「
仙
′
胃
う
み
の
杜
水
族
純
」
　
へ
。



各地区電友会だより（岩手）

“ハイ、忠を吸って・’’

本格的な先生の指導に皆真剣

先生持参の電子ピアノで
NTrOBコーラスクループ芦：≡帯編

ティナーショー7

食後のコーラス　全員童心

初
日
の
長
い
長
い
′
付
則
に
㍑
ル
き
果
た
し
て
入
れ
る

も
の
か
ヒ
心
配
し
た
の
で
す
か
、
用
件
の
√
了
釣
て

あ
っ
た
た
め
無
車
入
場
∵
海
の
中
の
お
魚
た
ち
は
け

愛
か
？
た
り
グ
ロ
テ
ス
ク
だ
っ
た
り
ど
こ
か
に
障
れ

て
妻
を
見
せ
て
く
れ
な
か
∵
た
＝
、
｛
陣
の
淘
の
で

ワ
シ
の
渠
川
遊
泳
は
退
り
来
る
よ
う
で
圧
巻
で
し
た

叶
憂
い
イ
ル
カ
と
ア
シ
カ
が
繰
り
広
け
る
ハ
ブ
・
り
・
－

マ
ン
ス
に
喝
采
！
童
心
に
帰
り
た
ひ
ヒ
時
て
し
た

（
体
験
イ
ノ
バ
ィ
の
旅
で
し
た
一

◎
肌
…
岸
」
地
区
文
化
講
満
会
開
催

。
こ
0
1
5
牛
沼
…
圧
1
地
に
文
化
講
演
会
は
、
川
＝

謂
〓
宮
古
市
内
の
　
「
ホ
テ
ル
沢
目
屋
」
　
で
開
催
ノ
ご
れ

ま
し
た
一

当
日
は
天
候
に
も
恵
ま
れ
、
大
船
渡
∴
金
石
・
遠
野
・

宮
古
左
目
わ
せ
て
∬
名
の
会
日
と
講
師
を
含
め
知
れ
の
参

加
と
な
り
ま
し
た
。
当
日
は
ど
こ
の
地
区
も
H
車
が
多

く
参
加
者
が
少
く
な
っ
た
串
は
残
念
で
し
た
が
…

文
化
講
演
会
は
4
地
区
持
ち
回
り
で
の
開
催
で
す

の
で
、
該
当
地
区
に
於
い
て
は
4
年
に
1
度
迎
え
る

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
亜
み
の
∴
人
イ
ベ
ン
ト
で
す
■

私
運
は
地
k
幹
事
会
で
相
談
を
か
さ
ね
て
、
「
促
根

年
齢
を
伸
ば
そ
う
・
体
と
心
の
性
根
を
！
」
を
テ
ー
マ

に
、
「
ヨ
ー
ガ
」
と
「
昭
和
を
歌
う
」
を
か
両
し
ま
し
た

問
会
川
時
、
閉
会
挨
拶
に
続
き
ヨ
ー
ガ
講
師
の
「

藤
先
生
よ
り
、
ヨ
ー
ガ
と
健
康
維
持
に
つ
い
て
講
演

を
頂
い
た
後
、
誹
に
も
〓
来
る
ヨ
ー
カ
体
操
の
指
専

キ
ト
二
十
、
J
T
へ
∴
き
ま
L
た

ぎ
L
罠
の
会
場
‥
∴
移
動
－
こ
し
行
っ
た
会
場
は
、
悪

い
r

堅
苦
闘
し
て
そ
れ
ぞ
れ
の
ホ
ー
ス
い
け
挑
戦
す
る
妻
は

真
剣
そ
の
も
の
で
し
た
　
持
7
1
校
も
講
帥
先
生
に
個

別
に
賞
閏
－
七
て
い
る
ん
も
お
▼
り
、
健
康
維
持
に
努
力

し
て
い
る
妻
に
感
心
い
た
し
ま
し
た

そ
の
あ
と
申
付
先
牛
の
ミ
ニ
り
サ
ィ
タ
ル
か
行
わ

れ
、
先
生
ア
レ
ン
ジ
の
丁
7
1
で
な
し
」
「
み
だ
れ
髪
」

を
始
め
と
し
た
5
曲
の
満
車
に
う
っ
と
り
し
－
酔
い
し

れ
て
居
り
ま
し
た
し

会
場
に
は
　
「
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
サ
ー
ク
ル
」
作
品
展

▲
小
も
行
わ
れ
、
サ
ー
‥
ア
ル
〓
ハ
に
話
し
か
け
な
が
ら
作

目
m
鑑
賞
を
し
て
い
る
光
抗
が
あ
り
ま
し
た

今
回
の
開
催
に
あ
た
二
」
は
宮
古
の
会
員
の
日
常

の
清
動
の
申
か
ら
の
　
「
ヒ
ン
ト
と
協
力
」
が
あ
ご
、

成
し
え
た
も
の
で
す
■
　
改
め
て
隼
老
い
て
も
日
々
の

情
み
重
ね
を
強
く
感
じ
た
」
日
で
し
た

ち
な
み
に
、
今
講
演
会
の
テ
ー
マ
は
　
「
ヨ
ー
ガ
ヒ

性
根
寿
命
（
ヨ
ガ
体
験
教
室
）
」
〃
校
式
呼
吸
を
学
吾

永
く
他
出
で
過
ご
そ
う
〃
　
で
し
た

局
食
休
憩
後
市
内
の
歌
声
サ
ー
ク
ル
に
所
用
し
て

い
る
会
＝
H
を
リ
ー
ク
と
し
た
　
「
昭
和
を
歌
う
」
会
に

進
み
ま
し
た

市
内
ヒ
ア
ノ
講
師
の
申
付
先
生
の
演
奏
ヒ
指
厚
で

市
謡
を
主
に
「
北
岡
の
春
」
「
ふ
る
さ
と
」
等
全
7

曲
を
全
日
で
歌
い
、
会
場
一
杯
に
昭
和
の
而
臣
が

漂
っ
て
お
り
ま
し
た
。
て
っ
た
声
契
茶
風
か
な
）

◎
み
や
こ
秋
祭
り
へ
お
手
伝
い

船
山
中
で
知
ら
れ
る
「
あ
や
こ
秋
祭
り
」
　
は
9
日

四
日
か
ら
2
1
日
に
渡
り
、
震
災
後
は
復
興
支
托
て
当

地
の
祭
り
や
踊
り
を
支
接
し
て
く
れ
る
各
地
の
川
体

の
お
披
露
目
で
賑
わ
い
ま
す
・
宮
古
に
居
な
が
ら
に
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地元紙「岩手日報」に掲粧されたNTT手つくりの舶山車

J二

し
て
東
京
を
始
め
長
岡
や
仙
台
、
い
〓
森
、
秋
r
＝
、
隣

り
の
盛
岡
さ
ん
さ
踊
り
も
見
ら
れ
ま
す
・
有
難
い
こ

と
で
す
ー
初
日
の
宵
は
＃
年
会
議
所
主
催
の
　
「
手
踊

り
」
　
が
延
々
と
中
心
街
を
踊
り
歩
き
ま
す
■
‥

♪
え
ー
え
え
え
え
え
よ
い
と
こ
ら
さ
～
♪
の
　
「
大

漁
御
祝
い
唄
」
は
3
1
年
の
問
に
官
古
人
に
定
着
し
ま

し
た
ー
各
企
業
、
諸
川
体
の
約
2
0
0
∩
∵
八
が
色
と

り
ど
り
の
浴
衣
姿
で
躍
動
し
ま
す
√

N
T
T
の
団
体
は
．
昨
年
と
ほ
ぼ
同
じ
の
1
n
U
O

名
、
勿
論
、
盛
岡
か
ら
応
接
に
駆
け
つ
け
て
く
れ
た

山
山
手
営
業
所
の
方
々
が
大
半
で
す
。
（
残
念
一
私
を

始
め
O
B
の
女
性
陣
は
裏
ん
の
着
付
け
な
と
の
お
手

伝
い
に
回
り
ま
し
た
　
朋
性
万
も
高
齢
音
は
堤
灯
持

ち
、
苦
い
O
B
が
少
な
く
「
踊
れ
ば
楽
し
い
」
　
こ
と

を
知
っ
て
頂
け
た
ら
…
し
　
と
、
思
い
ま
す
ね
ー
ー

私
た
ち
女
性
着
付
け
部
隊
は
今
ま
で
踊
っ
て
い
る

と
他
の
出
演
者
の
様
√
を
妃
た
こ
と
が
無
い
の
で
踊

り
の
通
り
の
街
へ
出
か
け
ま
し
た
。
や
は
り
小
黒
人
前

に
は
戻
っ
て
い
ま
せ
ん
ー
進
行
状
態
の
マ
ス
さ
が
目

し
り
▲
ち
ま
す
■
　
ナ
ゼ
？

取
り
仕
切
る
若
者
が
少
な
い
の
で
は
な
い
か
と
思

わ
れ
ま
し
た
　
叫
も
人
も
り
く
に
．
兄
に
一
局
1
て
欲
し

い
と
、
溝
気
の
あ
っ
た
頃
を
知
る
　
（
据
わ
っ
た
）
　
〓

分
と
す
れ
ば
、
見
て
い
て
ハ
ラ
ハ
ラ
の
連
続
で
し
た

船
の
山
車
や
か
某
か
ら
の
山
車
も
少
な
く
、
そ
の
中

で
、
我
が
N
T
T
廿
日
の
†
作
り
の
山
車
か
夜
空
を

照
ら
し
観
客
の
好
評
を
得
ま
し
た
。
■
　
掲
載
の
写
真
は

N
T
T
H
H
の
手
作
り
山
車
で
地
元
紙
「
告
手
日
田
」

に
掲
載
き
れ
た
物
て
す
　
如
何
で
し
ょ
う
　
他
か
業

や
町
内
の
山
」
‖
1
七
が
少
な
く
な
っ
た
中
で
N
T
T
の
船

は
街
の
人
に
」
労
い
丸
を
与
え
て
く
れ
た
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
　
地
域
貢
献
と
言
っ
た
と
こ
ろ
で
し
ょ
う

か
。
は
や
く
市
の
活
気
が
欲
し
い
と
こ
ろ
で
す
　
祭

り
を
見
て
の
感
相
心
で
す
■

船
山
単
車
農

的
っ
ー
千
人
の
苧
■
り
と
き
ら
び
や
か
完

船
山
事
が
雷
岩
市
中
心
靡
き
欄
り
歩
い

た
み
や
こ
竪
岸
つ
り
　
覇
吾
貢
広
r

㊥
サ
ー
ク
ル
活
動

〓
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ

余
も
い
よ
い
よ
冬
ご
も
り
と
な
り
ま
す
　
日
日
か

ら
3
日
迄
は
外
で
の
活
動
は
休
止
　
畔
一
、
局
内
G

G
会
場
の
あ
る
郡
外
の
国
民
休
暇
村
の
休
育
館
で
J
j

一
度
、
「
休
暇
村
杯
」
　
が
行
わ
れ
他
用
体
と
の
試
合

に
出
か
け
ま
す
。
新
人
の
入
会
が
殆
ん
ど
無
く
、
高

齢
の
メ
ン
バ
ー
も
少
な
く
な
り
寂
し
い
限
り
で
す

有
力
メ
ン
バ
ー
の
1
人
で
あ
っ
た
二
．
L
誠
氏
が
q
∴
日

に
亡
く
な
り
ま
し
た
・
い
つ
の
試
合
で
も
宮
古
の
代

表
と
し
て
賞
を
獲
得
し
て
い
た
万
で
す
「
ノ

蟻
か
く
な
っ
た
ら
丈
、
皆
も
元
気
を
取
り
．
帰
す
車

を
願
い
つ
つ
、
1
0
月
神
目
は
ハ
ノ
ト
納
め
　
「
納
会
」

が
計
画
さ
れ
て
い
ま
す

〓
＝
に
は
G
G
の
メ
ン
ハ
ー
が
計
両
し
て
い
る
　
り
み

や
こ
G
G
大
会
二
退
職
音
、
揖
友
会
一
の
準
備
に
取

り
掛
か
っ
て
い
ま
す
。
景
‖
…
〓
き
、
侵
食
会
の
懇
親
会

を
設
定
し
て
い
る
と
の
こ
と
、
．
昨
隼
は
多
7
、
の
蛮
人

コ
ル
フ
ァ
ー
の
ポ
ー
ル
が
会
場
の
隅
∵
」
に
障
れ
た
り

初
め
て
コ
ル
フ
ァ
ー
が
優
勝
し
た
り
し
て
楽
し
い
時
を

嗣
こ
し
し
ま
し
た
一
㌧
　
果
し
ふ
に
し
て
い
ま
す

．
2
、
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
の
会

相
変
わ
ら
す
同
じ
メ
ン
ハ
Ⅰ
て
お
茶
∵
丁
二
一
圧
吾
兄

侶
告
の
お
喋
り
て
　
′
笑
い
が
　
香
り
　
の
余
さ
な
か
ら

し
一
い
り
た
胴
活
性
化
に
役
h
l
′
．
つ
て
い
る
会
で
す
　
ノ

什
∴
．
巨
取
り
組
ん
だ
の
は
良
い
の
で
す
か
中
々
千
の
ん

が
動
か
す
、
完
成
は
何
時
の
こ
と
や
ら
お
茶
か
‥
お
味
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新人会員募集しています
電友会では、常時、新会員の受付をしています。

皆さんのご友人で入会されていない方がおいでになりましたら、

ぜひ、入会を勧めていただきますようお願いいたします。

【お問合せ・連絡先】

電友会東北地方本部　電話（022）212－1443

し
い
等
と
又
笑
っ
て
い
ま
す

ハ
ノ
チ
ワ
ー
ク
に
加
え
て
チ
ー
フ
の
加
加
‖
往
き
ん

の
指
導
で
折
紙
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
　
創
作
折
紙
て

あ
？
た
り
昔
祈
紙
だ
っ
た
り
で
日
本
の
時
季
を
折
っ

て
い
ま
す
、
加
机
谷
さ
ん
は
宮
古
巾
で
サ
ー
ク
ル
の
万

た
ち
と
一
緒
に
研
紙
を
教
え
て
い
る
、
ベ
テ
ラ
ン
て
す
r
一

川
目
端
日
に
開
催
さ
れ
る
　
「
拾
岸
4
地
は
の
講
演

会
」
　
の
会
場
に
、
作
目
冊
を
披
露
す
る
串
に
な
り
ま
し

た
　
川
年
来
の
卜
遁
ぶ
り
が
展
示
さ
れ
ま
す
1
　
ご
覧

の
上
、
と
う
そ
、
入
会
を
お
勧
め
い
た
し
ま
す

甘
よ
も
や
ま
サ
ー
ク
ル
（
麻
雀
・
囲
碁
・
将
棋
）

胴
活
性
化
と
組
瞳
を
目
的
に
昨
年
の
総
会
後
い
∴
結

成
さ
れ
た
会
で
、
麻
雀
と
囲
碁
、
将
机
の
仲
間
が
日
日
り
】

回
O
B
サ
ロ
ン
で
集
っ
て
い
ま
す
【
　
当
初
4
回
で
ス

タ
ー
ト
し
た
の
で
す
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
糾
合
が
重
な
る

こ
と
か
ら
他
の
日
は
‖
己
研
消
し
一
い
う
こ
と
に
な
り
ま

し
た
「
　
サ
ロ
ン
の
開
始
時
間
は
γ
前
川
時
～
5
時
ま
で

で
す
が
皆
そ
れ
ぞ
れ
の
時
間
で
や
っ
て
き
ま
す
　
た
ま

に
は
サ
ー
ヒ
ス
超
勤
で
？
6
時
に
な
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
か
そ
れ
以
上
は
無
し
！
他
人
に
に
楽
し
ん
で
い
ま
す
′

先
頃
、
開
催
さ
れ
た
　
「
N
T
T
北
1
県
親
‥
書
固
持

大
会
」
　
で
は
宮
古
か
ら
も
り
】
人
が
参
加
し
告
手
が
優

勝
し
ま
し
た
■
　
将
棋
の
橋
場
き
ん
と
山
〓
き
ん
は
罰

牢
の
県
人
会
に
向
け
て
日
夜
研
弼
し
て
い
ま
す
－

月
2
回
第
り
】
・
4
の
水
曜
日
　
女
性
の
万
歓
迎
で

す
■
　
初
心
者
の
方
も
ど
う
ぞ
ー
・


